






（ Ver.10.0  2024/10/16 ）

＜様式 Ａ＞ 投 球 数 確 認 シ ー ト 【本部提出用】　（試合終了後チームで保管）

チーム名　：　 日本リトルシニア中学硬式野球協会

／
VS 

背番号 投　手　名 投球数 投球
可否

投球
可能数 投球数 投球

可否
投球数 投球

可否
投球
可能数 投球数 投球

可否
投球
可能数 投球数 投球

可否
投球
可能数 投球数

球 可・否 球 球 可・否 球 可・否 球 球 可・否 球 球 可・否 球 球 

球 可・否 球 球 可・否 球 可・否 球 球 可・否 球 球 可・否 球 球 

球 可・否 球 球 可・否 球 可・否 球 球 可・否 球 球 可・否 球 球 

球 可・否 球 球 可・否 球 可・否 球 球 可・否 球 球 可・否 球 球 

球 可・否 球 球 可・否 球 可・否 球 球 可・否 球 球 可・否 球 球 

球 可・否 球 球 可・否 球 可・否 球 球 可・否 球 球 可・否 球 球 

球 可・否 球 球 可・否 球 可・否 球 球 可・否 球 球 可・否 球 球 

球 可・否 球 球 可・否 球 可・否 球 球 可・否 球 球 可・否 球 球 

【投球数制限】
 ①１日最大90球以内とする。   また、12秒・20秒ルールに抵触して課せられたボールは投球数にカウントしない。
 ②連続する2日間で130球以内とする。 ⑦申告敬遠は投球数にカウントしないが、敬遠に至るまでに実際に投じた投球は投球数
 ③3連投（連続する3日間）する場合は、1日目45球以内、2日目の投球数を   にカウントする。(例：2ボール.1ストライクとなり申告敬遠をした場合、それまでに投じて
   45球以内とし、3日目の投球数を40球以内とする。但し、1日目、2日目で、   いた3球は投球数にカウントする。)
   当該打者の打席途中に、投球数が45球になった場合は、その時点で投球 ⑧雨などで特別継続試合になった試合も投球数にカウントする。
   を打ち切らなければならない。4連投（連続する4日間）は認めない。 ⑨異なる大会であっても、連日投球する投手は、統一ガイドラインに則った投球数制限で
 ④上記 ① ②の場合において、打席の途中で制限数に達した場合、当該   投球するようお願いします。
   打者の打席終了までは投球を認め、制限数を超過した投球は投球数に 【本シートの運用方法】
   カウントしない。③の場合3日目のみ打席の途中で制限数に達した場合、  ①試合終了後、本シート（原本）に両チーム投球数カウント者が投球数を記入し、サイン
   当該打者の打席終了まで投球を認め制限数を超過した投球は投球数に    をする。その後に、監督へ確認およびサインを受ける。
   カウントしない。  ②監督は、サインされた本シート（原本）を次の試合まで保管する。
 ⑤1日90球投球後、翌日投球を休めば3日目は90球の投球可能。  ③監督は、連戦等の場合は開始前に本シート（原本）とコピー2部を大会本部へ提出する。
 ⑥打者に対して投じた投球がボークとなった場合は、投球数にカウントする。    注）連戦の場合は試合前の攻守決定時に投球数確認シートを相手チームに開示する。

注）打席の途中で制限数に達し当該打者の打席終了まで投球した場合、制限数を( )外、実際に投じた投球数を( )内に記入する。

大会名　：　2026茨城亜鉛工業杯東関東支部春季大会　　 　                                     
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※試合毎の投球数は、
様式 Ｂより転記する。

　投球数カウント者
確認サイン（自チーム）

　 投球数カウント者
確認サイン（相手チーム）



（ Ver.9.0  2024/10/16 ）

＜様式 Ｂ＞　（１試合用） 投 球 数 確 認 シ ー ト 【責任審判員保管（試合終了後）】

日本リトルシニア中学硬式野球協会

チーム名　：

試合日　：　　　　　　年　　　　月　　　　日　　　（第　　　試合） 球 場 名　：

＜ 記 入 例 ＞ ※上段：投球数を正の字で記入　　※下段左：その回の投球数　　※下段右：累計の投球数
背番号 投　手　名 投球数 一 二 三 四 五 六 七 TB - 1 TB - 2 TB - 3 合計

正正正 正正正Т 正正正正 正正正正 正正正正
15 / 15 17 / 32 20 / 52 20 / 72 20/90(92) / / / / /

【 記 入 欄 】
背番号 投　手　名 投球数 一 二 三 四 五 六 七 TB - 1 TB - 2 TB - 3 合計

/ / / / / / / / / /

/ / / / / / / / / /

/ / / / / / / / / /

/ / / / / / / / / /

/ / / / / / / / / /
【投球数制限】
 ①１日最大90球以内とする。 ⑤1日90球投球後、翌日投球を休めば3日目は90球の投球可能とする。
 ②連続する2日間で130球以内とする。 ⑥打者に対して投じた投球がボークとなった場合は、投球数にカウントする。
 ③3連投（連続する3日間）する場合は、1日目45球以内、2日目の投球数を45球以内とし   また、12秒・20秒ﾙｰﾙに抵触して課せられたﾎﾞｰﾙは投球数にｶｳﾝﾄしない。
   3日目の投球数を40球以内とする。但し、1日目、2日目で、当該打者の打席途中に、 ⑦申告敬遠は投球数にｶｳﾝﾄしないが、敬遠に至るまでに実際に投じた投球
   投球数が45球になった場合は、その時点で投球を打ち切らなければならない。   は投球数にｶｳﾝﾄする。
   4連投（連続する4日間）は認めない。 ⑧雨などで特別継続試合になった試合も投球数にｶｳﾝﾄする。
 ④上記 ① ② の場合において、打席の途中で制限数に達した場合、当該打者の打席 ⑨異なる大会であっても、連日投球する投手は、統一ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝに則った投球
   終了までは投球を認め、制限数を超過した投球は投球数にｶｳﾝﾄしない。③の場合   数制限で投球するようお願いします。
   3日目のみ打席の途中で制限数に達した場合、当該打者の打席終了まで投球を認め 【本シートの運用方法】
   制限数を超過した投球は投球数にｶｳﾝﾄしない。  ・投球数ｶｳﾝﾄ者が様式Aへ転記し、試合終了後、責任審判員が保管する。

球 球 

1 日本 一郎 90 (92) 球 90(92)球 

注）五回、打席の途中で制限数の90球に達し、当該打者の打席終了まで投じた結果、累計の投球数が92球となった例。

球 

球 球 

大会名　：　2026茨城亜鉛工業杯東関東支部春季大会　　 　                                     

注）打席の途中で制限数に達し当該打者の打席終了まで投球した場合、制限数を( )外、実際に投じた投球数を( )内に記入する。

球 球 

球 球 

球 



選手は、不要なボークを発生させない観点から発声を控えてください。

ただし「バック」のみプレイに必要な声出しとして認めます。

投手が投手板を外すまたは牽制球を投じるために投球関連動作を中断した場合は、

その限りではありません。

1）ベンチ及びバックネットに隣接する応援席

2）グランド及びベンチとの距離が著しく近い応援席

以上、セルフジャッジの禁止及びサイレントマナーについては、指導者、選手に加えて応援者にも

同様のマナーアップをお願い致します。

審判部・競技部通達

野球特別規則（29）「マナーアップ・スピードアップについて」①－ケ．に規定されていまが、

審判員が役割を担っているストライク・ボール、アウト・セーフ、フェア・ファウルボール等の裁定を、

B：場所の指定

攻撃側及び守備側チームの指導者、選手が声出しまたはジェスチャーを行うことは禁止です。

特に走者またはベースコーチが手を広げてセーフを表現する行為が多く見られるため注意してください。

【セルフジャッジの禁止について】　　　　　　　　　　　　　　　　　　2025年（令和7年）10月7日

【サイレントマナーについて】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2025年（令和7年）10月7日

野球特別規則（29）「マナーアップ・スピードアップについて」①－コ．に規定されていますが、

投手が捕手のサインを見たあと投球関連動作に入ったら、両チームのベンチ、グラウンドの指導者、

セルフジャッジの禁止及びサイレントマナーの東関東支部内周知事項

A:適用範囲の拡大

セルフジャッジの禁止及びサイレントマナーについては、支部内大会会場の応援席にも

適用されます。


